
直貝 類

1 調査方法

(1)採集方法

調査地点どと陀船上から無作為ftLQ，uadra七e(50X50cm) を投下し、アクアラング式

潜水陀より、湖底土約 1Ocmの深さまで採泥し、船上陀て網目 2棚のフルイ陀かけ貝類のみ

とり出した。

採貝は 1調査地点1固とした。

(2) 処理方法
(註 1)

採集した貝は、種類別、個体別K、殻長、重量を測定し、次の項目について計数処理を告

と左った。文Vジミは 15棚以上を成貝としてあつかった。

イ 地点別深度別分布密度:採集実数ftL4を剰じて算出した。

ロ 地域別深度別分布密度:イから深度JJllftL平均値を算出した。

ハ 底質別深度別分布密度:ィをさらに底質JJllftL分けて平均値を算出した。

ニ 地域別深度別現存量 :ィ陀それぞれの面積を剰じて地点別深度別現存量を求め、それ

らを地域別深度別忙合計して算出した。

ホ γジミの深度別成稚貝出現率:密度あたり出現個数を成貝と稚貝と K分けて深度別K全

地点合計し、その平均値を求め出現率を算出した。

2. 結果及び考察

(1 )種類
〈註2)
黒田陀よれば、びわ湖及びその周辺の内湖とびわ湖陀注入する河川陀産する貝は、 10科

(註3)
4 3種であるが、今回の調査で採集されたものは、次の 18種であった。

タエシ類オオタェγCipangopaludina Japonica (MALTEN~ 、ナガター

~Heterogen 工ongiepira(SMIT域、マルタニシOipangopaludina

mallea七a(REEVE)、ヒメタニシSino七a1a h1e七rica (GOUL功

カワェナ類 カワ=ナSemieulcoep1ra 11bertina WOUL功、ヤマトカワエ

ナS.niponica白M工T曲、イポカワニナS.de c 1 p1 en e (WESTERLUND) 

その他巻貝 モノアラガイ Radi玄 japon1ca(JO台、オオミガイ R.onychia

(WESTERLUND)、ヒラマキガイ(ヒラマキミズマイマイ)Gyraulue h1emanti 

um (WESTERLUND) 

ィνガイ類 タテポ~Lymnium biwae (KOBELT)、イシガイ L.dougJ.as1a(
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n1pponenae (MARTENS) 、ササノハガイ Lanceo~aria oxyrhyncha WAR-

TENS)、オトコタテポγ工nvera1dena re1n1ana ~OBELñ 、 マツカサガイ

1 • j a p 0 n e n a 1 B (LE心、マルドプガイAnodon七a ca~1pygoa (KOBELT)、

シジミ類セタ γジミ Corb1cu~a aanda1 {RE工NHARD也、マシジさ C.1ea.na

(PRIMW 

{註 1) タエシ、カワニナ、 γジ者Kついては分類困難左ため一括して科名で大別し

た。

(註2) 黒田徳米:唱 947、琵琶湖の淡水貝類何事蛤 V2tP239-246 

{註3) 分類可能であった種類

(2) 分布密度

1 地点別分布密度

金調査地点の採集実数を附表5t'C示した。とれから世平方メートル当りの分布密度を求

め、深度7慨をでを合計して作製した地点別分布密度は第7図のと辛子りである。とれをみ

て、特K高密度 C重量密度〉を示す地点は、 49地点及び b2地点で、それぞれ2，193 

f及び 1，575，であるーとれらの地点は、圧倒的Kイシガイ科{タテポν)とVジさが

多〈、底質は砂地である。文最低密度を示す地点は、 19地点の66，で、との地点は、

カワ=ナ、タエVが少しみられる程度で他の種類はほとんどみられ在柄。ととでは深度5

慨以上は存在し左柄。一方、個体数密度でみると、最高値は25地点の 1.480個、次い

で42地点の1.456個である。とれらの地点は、カワニナが大部分を占めている，叉最

低値を示す地点は、 20:地点の官 20個、次いで、 19坤点の 144個である。 ζれらの

地点は、貝類の生育Kは適してい設いようである，

第8図は、貝類全体の世d申K棲息する個体数 70個以上を密棲、 69-20個を疎棲

地帯として模式的K図示したものである。

i1 地域別深度別分布密度

湖東、湖南、湖西、湖北、各地域t'Ctける分布密度状況をみると第8表のと金りであるー

とれKよると、最大平均密度(重量密度〉を示す地域は、湖南部の 132，、次いで湖

東部の 113'、さらK湖北部の官 10 ，、湖西部の 91，のl贋であるa又個体数密度に

ついてみると、最大は、湖北部の 13 8個、次いで湖南部の唱 36個、さらに湖東部の

1 0 4個、湖西部の 100個の順である。当水試語、昭和28年K実施した結果と比較し

てみると、個体数脅度では本調査の結果が、いずれの地域でも前回の結果よりも大幅K大

きい値を示しているのK反し、重量密度では、逆に湖北以外では、小さい値と在っている。
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モノアラガイ|モノアラガイ， 1 1 1 I 1 0.21 0 
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竺イシ竺ガ竺イリ|ヒフマキガイ ! 
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|イシガイ|
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ー一
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とれは、シジミの激誠と、カワユナの激増と在った結果である。

各地域の分布密度と深度との関係Kついてみると、第9図のようK在る。重量密度と深

度との関係についてみると、深度7慨まで陀関する限りでは、湖南部以外では横ばい又は

わずか陀誠少している程度であるが、個体数密度と深度との関係では、いづれの地域でも

深度を増す陀従って減少している。特に湖南、部Kついては、 5慨以深W=j，...いて激誠して主p

b、2悦以浅の 1/3以下と左っているo

重量密度陀砕ける地域と出現種陀ついてみると、湖東部、湖南部ではシジミが優占種で

ある。次いでカワユナ、タテポγの順である。湖西部、湖北部では優占種はカワニナで、

次陀シジ者、タテポγと続いている。湖北部では特にその他の地域ではみられ左い、オオ

ミガイ、ヒラマキガイ、モノアラガイもみられるo

個数密度陀会ける地域と出現種陀ついてみると、いずれの地域も圧倒的にカワェナが多

いが、湖北部では、 88S6がカワニナで占められている。

1 底質別深度別分布密度

底質別深度別分布密度は、第 9表の示すと余りである。とれKより深度7怖までの個体

数、重量を合計し、底質別Kまとめてみると、第10図のように在る。とれら陀よると、

個体数密度は、 M、8M、8質地と大差在〈分布しているようであるが、重量密度でみる

と、 8M、G8質地陀多量分布している。す左わちとれらの地域は大形の貝類が分布して

いる事を示している。

最大分布密度を示す底質は、重量密度では 814質地で 1trf申 17 1 f、個体数密度では

M質地で 1trf申 153個であるe

底質R地域で
1000 

は、比較的密度

は大であるが、 個
，.. F 

数
その大部分がカ 及

ワェナ等の小形
び
重 500

F 
戸

巻貝類で占めら 量

れてν、るe底質
〆画、
'1 ー
、回J

。8、8Mは多
種類の貝類が棲 。 ~ 日目
息して志i"'b、又

G8 GM 

底質 数量s 814 14 

官個当りの重量 第 101罰 貝類の分布と底質との関係
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第9表底質別深度別会布密度

ー
ど
l

『科ミ名ヶi一、一種一名一座質深 R 。 G8 GM  s 8M  M 

度 個数重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 i個数 重量
~ .::. γ 31 11.81 27 45.11 t 3.90 2 2.33 11 7 唱03.72

カワ=ナ ， 64 86.44 222 87.87 83 37.99 102 32.39 190 76.00 317 110.60 

モノ7ラガイ モノアラガイ t 0.01 

オオミ・ガイ ー2 0.05 

ヒラマキガイ ヒラ守・キガイ 唱 0.01 4 0.01 

ーィ γ ガイ iJタテポ V t 0.02 12 101.25 4 38.99 6 30.23 15 169.73 8 41.唱 6

iイ νガイ
iササノハガイ 一

勿Z

オトヨタテポン

マツカサガペ t 虫88 七 ス18
ドプガイ t 3.55 唱 22.7 2 七 0.03 

Vジミガイ 7 ー1.40 5 7.26 20 55.82 96 107.21 9 9.79 

計 215 10虫93 263 247.66 92 118.04 129 118.48 307 355.28 451 265.27 

タ= ν 官 3.51 t 6.94 ℃ t 0.01 78 70.01 

カワ=ナ 唱77 95.22 官48 68.76 140 38.89 136 48.64 155 51.25 

モノアラガイ モノ 7ラガイ 七
ー

オオミガイ 2 0.01 t 七

ヒラマキガイ ヒラマキガイ t 0.01 七 2 。
2 イ V ガイ タテポ V t 2.56 5 23.32 2 世2.19 8 74.80 5 16.33 

イ γ ガイ

"ー
lササノハガイ t 6.71 

オトヨタテ喝事ν
マツカサガイ 官 6.13 七 5.20 

ドプガイ 唱 唱4.89 1 3.82 t 65.61 2 4.0唱

νジミガイ 4 官1.59 39 65.83 唱5 53.09 56 62.29 16 10.98 

計 188 官33.92 193 173.87 ー55 11 0.88 203 253.35 254 152.58 
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M
m
・-

探二文誌と
R G G B G 14 g B :M M 

度 個数重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

タェ γ 5 20.34 t 6 5.09 

カワ=ナ 官37 85.29 63 42.98 90 32.37 53 28.26 67 33.91 

毛ノ7ラガイ モノアラガイ 七

オオ者ガイ 1 5 0.08 t 
ー一ヒラマキガイ ヒラマキガイ t 0.01 t 

5 ィγ ガイ タテボ γ 七 0.33 5 2&57 4 唱1.53 7 24.64 4 18.29 

イシガイ ℃ 3.09 

勿色 ササノハガイ

オトコタテポン

守ツカサガ4 t 2.90 

ドプガイ 官 30.62 唱 0.02 

シジミガイ 5 25.33 22 56.03 21 dO.87 16 34.30 官9 38.50 

計 唱61 唱3t38 9唱 ー5&20 '官5 84.77 76 93.19 97 95.8唱

タ =γ t 6.55 2 4.d唱 ' 0.06 ー
5.59 2 2.79 

カワ=ナ 92 53.唱A 39 2虫53 32 25.72 59 21.28 65 39.64 29 20.64 

モノアラガイ モノアラガイ t 

オオ者ガイ 4 0.06 t 

ヒラマキガイ ヒラマキガイ t ー
4 イ V ガイ タテポ ν

ー

3.38 8 20.97 12 20.84 2 4.60 5 19.15 6 26.94 

イシガイ

勿Z ササノハガイ 官 6.02 

オトコタラポン

マ'.:1:カサガイ t 4.52 

ドプガイ 官 0.18 t O.官5 t 3.98 t 

Vジミガイ t 2.12 20 70.38 25 60.26 唱8 5Z75 8 虫11

計 101 65.43 70 ー25.42 44 46.56 87 86.21 92 130.63 47 66.12 
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タ= V t 12.04 t ス21
カワ=ナ 128 79.25 36.60 40 23.25 I 56 26.92 1 6 10.07 
モノアラガイ モノアラガイ ← オオミガイ f 

ヒラマキガイ 4 0.01 

タテポ V 5 23.34 5 5.59 6 13.29 5 3.06 

ィ γ ガイ

勿乱 ササノハガイ t 0.89 七 0.01 4.45 

オトコタテポシ

マYカ-iJ7jイ t 3.77 ℃ 0.20 

ドプガイ t 12.41 t 6.07 t 0.39 

シジミガィ| 2 8.40 22 113.35 12 tス97 唱。 28.83 2 1.51 
計 137 1 03.47 86 1 73.29 56 ~0.31 74 82.33 23 官虫48

タェ シ 2 27.00 1 9.27 t 6.57 

カワ=ナ 38 36.49 13 12.46 40 23.75 76 46.19 40 26.80 

モノアラガイ モノ7ラガイ

オオさガイ

ヒラマキガイ ヒラマキガイ 官 0.01 七

7 イシガイ タテポ ν 8 52.12 官 0.39 5 6.34 8 22.79 4 8.91 

イシガイ t 虫17

明， ササノハガイ 七 0.54 2 11.82 t 4.04 

オトコタテポシ 七 6.90 

マYカザヴゲイ

ドプガイ 4 98.20 

1 間ヨ〆ジ者ガイ 1 6 1 26.28 I 13 I 48.61 1 7 4虫57 6 I 14.30 I 4 

計 41 6五50I 28 276.60 I 291 79.90 60 80.20 9 4 1 1 1 5.4 8 I 4 9 

総計 843 60ス63!291 524.26恒竺1!旦2り2L_!t!_ I 46.56 602 540.85 846 11028.26 i 921 
雷暑 .Q t: ・櫛脅か石子+



も大きい。

一方、水深別で最大密度を示すととろは、深度 t怖のM質地で(個体数密度) 4 5 1個

及び深度t悦のSM質坤で{重量密度) 3 5 5 '1であるロ

貝類が好んで棲息する底質は、深度との関係もあり一概には言え左いが、一般的傾向と

して、カワニナではR地域、タテポγではSM地域、シジミでは浅所 (1，.，.， 2悦〉ではS

M地域、それ以深では S、 SGのよ今である。

{引現存量

貝類の現存量Kついてみると、第唱 O表のとなりである。深度 7慨までの総量は、約

10， 846 トンで、その 43~が湖東部で占めらオ 次いで湖南部で 35~、灘北部官 A 掃

さらに湖西部8，sのj蹟と在っている。との結果は、昭和28年陀実施した結果と相当異在っ

たものと在っている。す左わち、前回の総現存量は、 25，150トンもあるから、今回のそ

れは、当時の半分Kも満た設い量陀在っている。湖南部、湖東部、湖西部の減少が著しいの

に較べ、湖北部のみ増加がみられる事は注目K値する。

又深度別町みると、前回の調査では、深度 5明及び 7悦が圧倒的陀多い量を示しているの

陀比し今回の場合には、探度2悦が最大で 28掃を占めている。更陀前回を絶対数量として

よまわっている深度は 1及び2怖だけである。 ζのととは、前回K長いて深立 5悦までの現

存量の割合が、 38揮であるの陀比し、今回では、 58%も占めている。

今回の現存量の誠少陀はシジミの絶対量の減少が大きく影響していると思われる。 f，Wち、

前回調査時Kは、貝全量の 50%を占める 12，3 3 0トンもあったものが今回では約4，200

トンと 1/3(1(減少してしまっている。それを地域別陀みると、細菌部が約1/6VC、湖南

部が約1/2民、湖東部も約1/2弱K減少しているが、湖北部だけは逆K、約2倍弱K増

力日しているo

一方、現存量を種類別陀みると、シジミが4，225トンで全体の 39%を占め、次いでカ

ワニナの 2，755トン (25.4 %)、さらKタテポシの 2，597トン (23，9%)、マルド

プの 576トン (5.3%)、タニシ475トン (4.4%)のJ!民と在っている。

(4 ) γジミ類の分布状況

びわ湖陀なける貝類の申で、シジミ、イクチョウガイは漁業中最も重要左種類である。と

とではγジミについて、 2• 3の結果をまとめてみる。

γジミ(セタγジさ〉はびわ湖沿岸のどと陀でも広く分布して会り、前述のように、分布
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第 10衰探度別種類別現存量

全糊

b
・
量重

計
一

散誌を|個 。-1m ! 1-2 悦 12.......3 悦 1 3.......4m I d-5 悦 1 5 ...... 7 悦

数|重量 K91 個数 i重量 Kgl 個散|重量 Kgl 個数 l重量K91 個数|重量 Kgl 個散|重量KgI 個

タ =γ1  230，7川 8001 254，7竺I 98，248，0 0 ~ I 94，1 34 I 竺竺ヤ001 23，369 

カワユナ 1 1， 10竺~~~門担!1963，224f1112M5712虫色1巴
モノアラガィI 3叩 00I 81 8ω001 川 62馴什 6

オオ守ガイ 1 1 4，766，800 1 761 4，480川 01 -61 2，338川 01 10 

21， 9 7 5，2 0 0 I 2 3，1 641 3 0，2 8 0，8 0 0 1 6 3，3 2 9 

633，55呪2001 334川 I657，4 84~OOr-391， 248 
一一.

1730.4001 171 ー|

2，01 3，600 I 61 1 62.4 00 I 0 

I "~I'l nnl ilnnC'AAonnlμ.4殉
5，150川 o1 16，202 1 402，544，800 1 4174.984 

I ~ ̂  n ~ ^ ， I ， ̂ ̂  ̂  ~ ~ n ̂ ̂  n I (25.4副
896，203，200 1 52 呪 306|竺2竺竺竺~ι注量瓦

ー1 -1 2，8 3 0，4 00 I 32 

-I -1 23，761，600 1 98 

5 140，800 2，686，400 5，388.4 00 1.915，600 

79.859.600L~竺但 1 7初制~ 1 740.290 I 85，630.0001 403，5941 115，50刷。 118竺t竺4.579， 6 0 0 I 3 0 2.4 4 9 1 126.184，000 
一一

-1120川 01 1.2971 -1 ー1 -1 
一一

841，2001 2五9831 -j -1 2川 3.600132，0281 3.1(;1仰 01
ト一一一一一一一一一一十一一一一一一一一ト ， -l-i-i-| ー|ーI -
3，279，200137.491 1 97免60 0 I 1 2，8 8 3 I 唱20，000

マルドプガイ 1 7，448，4 00い01.9891 a20~0001 268.5871 4，川60-or 49，742I 18.08呪6001 25，938 
一一一 一一一一一一一一 一l -e~Y'ジミ| 8仙川0い13，7501575.451，6001川町 131 437，18ヌ600I 894，760 I 24脳7，6001 74玖6851川 645，6001 559，721 1 21 6，24仰 O
計 j1.5扇面;8E|1.Afialm呪772.00015.S27Z11521.10480011.A23。lwムoomo|15jfZlm5.852・80011.AiZ7ilW1424，ooo
湖東部

15 .4 21，2 0 0 

162.4 00 

3，105 24，828，400 

1.218 811， O 0 0 

120，800 

1.156.800 931 

331.871 I 62州 430014223日

調 51755600lJ

征E萄一:

51 5ワ良46，800口75萄一
山 lぷJ;J1777競

1.5if玄18M02Z6叶竺竺こそご

2，501 

6.347，200 

ー--.-一ー一一一一ーーーー-ー I r-一

10，457 

8，347，200 5，844，000 32.792 

タュ γ 276，800 5 

81.525 

5只152 3，681，600 

1:11ワユナ1355，041.200 

lモノアラガィ|

オオミガイ I _ 

85呪271.600 2.d.免103 1 7 0，6 6 5，6 00 唱42，126

422，400 

弓て十三五「一一一一才一一一ー;

253ト-211?4F宅i二1，1均一三一 25，69呪200 133，8.4 6 

子子二三;~'r一一一才一て←-

。

4，248.800 

506，780，800 

1.730，400 

855，200 。

4， 8~71 16，188刈 01 68.220 

1 7 

3 3 0，3 5 1， 2 0 0 I 1 3 1， 33 0 1 6 88，8 68，8 0 0 1 3 88，8 7 1 12，7 ~7 9， 200 

1，730，400 

.45.9.d.4，OOO 154，929 

4，168 

1 14，307 

7，981.200 

1，277，600 。

243，唱 92，000 859.260 

LL扇~~I一一一て←ーー 一ーーー一一一一←- mi丁一つ石函訂一五F
ーガイG 16.000I 10，191T.--29 5，6 0 0 I 4，1 2寸ーで「一一て←
竺 271EU:110いム987L_-=91.2001 1問。|一一__:l_ -
l セタ γ内J_52，3~2，400I 13竺~J_~26・420，400|三竺竺j_2_2，5~竺川竺1竺
計 14ω，378メ00I 4“，298 '-9-97，730，000 1 921，711い269，580.800I 423，026 

8呪058

120，800 

2，21 5 I 22，251. 600 1 86，8 d 3 1 25，252，000 3，000，400 

(----ート一一-
7 2 5，6 0 0 I 3 6 3 

1 56.784.800 I 573，5251 1 33，656，800 48引 941 171，157，6001 394，550 Iれ2βさ竺T
7 5 3，5 0 2 11， 0 0 2，9 2 4，4 0 0 11， 2 6免77513，722，916，800

2，399.569 

l4ま干萄ーー-
4，67呪491

1.634，000 18，233 3.3 1 7， 2 0 0 I 9 9 5 3，702，000 

517.978，0001865.1791504，325.200 

1，537，200 14，675 

9側;1一一一万石石訂IFZ9.
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糊 南 宮E

卜""'-~ Ii: o - 1 怖 い 2 怖 い 3m 1 3......4 171. 1 4......5 171. 1 5......7E二工二二計
|種類¥個数重量両個数重量均個数重量均個数重量 K9 個数重量均個数重量 kg 個数ー重量 kg

タニ γ230，224，8001253，4561 96，998，4001 91，8961 14，455，6001 13，9471 15，544，0001 7，8841 22，116，4001 2，2121 -1 -137号339，2001 369，395 
一一一一一

カワ=ナ!!:;61， 062..4 0 0 1 1 7 7， 9 6 0 1 5 5 2，4 2 3.6001183.6251 258.273.6 0 0 1 1 1 2，1 7 2 1 1 9 9， 0 8 7. 6 0 0 1 1 3 8.5221 230μ8，800 唱95，9501 76.88ヌ20 0 1 3 7， 6 9.4 11， 8 7 8，3竺竺1845.92三
モノプラガイ ー ー

オオミガイ!抑制01 261 66例。 。 ー ー ー ー ー ー ー -I 3，24仰 01 26 

トタサィヒーサラテγマノポ'キガ哨ガィグィl1i| | H17O9O1M60Oー0O 0 4J4120日 唱 。- ー ー 『 ー 情 2.5741.800 1 26 5?，041，600 36 
332，21 1 1 33，01 5，200 1 90，575 1 .4 7，6 41.200 1 1 71，964 1 63，847.600 1 1 6号19 3 1 1 1 1，6 56，8 00 1 21 4，7 71 1 4，238.8 00 1 4，83 1! 3 1 6，.4 08，00 0 

」
一ー ー-1 2.304，800 1 15，2351 100，o 0 0 1 8 9 0 I 2，5 7 6.8001 3.1444，981.600 I 1 9， 26~ 

一 一一一i… 27，300 “1.600 山明日…001 1 0，4 57:  I ~:r-~::2~~_j_~L_~::: 1. 600 1 .46，35 

lE万1七-~~竺2;竺:;2H1三J竺38821 ス404，800 1240569E4ム;，355225叫94i1 565t 4山a，98t5Z2仇.886080000H45789a.7564812 8 5 -6.唱24.000 1|| 官45官1肝0_85A3円引川I3t73aM1778 8 9 8，4001 1.5561 1.662，000 1 1， L! 4 6 1 L! 0，829，200 400，66， 382，796，800j 466，3221310.852，8001530，6881 69，833，6001110，8371 10，486，4001 11，808 山 0001 3.831で竺竺~~:，_~~~_c

1，078 . 705，2 00 11，096，3 5 1 I 636，1 40，800 I 878，51 3 I 367，898.400 I 4 59，71 7 I 3 78，7 96，800 I 427. 1 87 I 8 呪605. 600 1 50， 98 01 芝山3.43芝E日M 2 m o -5. 8ZE5 E6， Z6 B25 1 
湖西部

一._--_.一一一-，-ーーーー ー 一 一一一一
タニシ ー -1 1，077，6001 1.1801 -1 -1 571，2001 3.4 2 7 1 -1 -1 9 4 3，2 0 0 5，3981 ~59~0001 10.o 0 ~ 

カワユナ 102，124，4001 38，0631338，685，6001 98，8341201.028，0001 86，7991 58，554，0001 34，5871 34.905，2001 24，3791 82，955，2001 54，6601818.252，，1"001337，32: 

一一
モノ7ラガイ 394，0 0 0 1 8 1 -一 ーー ー ー ーー 一一 394，0001 I 

一 一一
オオミガイ ー 由 1.8 54，4 0 0 1 0 1 - ー ー ー - ー -. -1.854，.4001 I 

一 一 一一寸可わニ E 一一一一一一一一一ト一一一一一一ヒラーマキガイ 田 - 1， 614，0001 0 - - ー ー 一 .... I 1，6 1 4，0 0 0 1 

一タ テ一ポ一一一シ一トー 1，8 8 8，4 0 0 1 5.6531 4，944，8001 25，271 1 5，598，8001 12，1唱71 3.315.2001 6，535 I 4.270.000 I 14，056 一ー一一一一1一8一2一一6一.一8一0一一0一一ーーー一2一5一，6ーー4ーー0一一ーー一2一一1ー一6一6ー一一一4一一，0一一一0一一ー0一ートトー一ー一一一8一一一免ー一一2回一7ー一乙

イシガイ -1 -1 -1 -1 1 20，000 1 1. 297 1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 1 20，000 1 1，297 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一 一一一ーー一

ー -1 84 1， 2 0 0 1 2 3，9 8 3 1- -ー ーー ーー -1 -1 841.2001 2~983 
一一一一一一一回目ーー一一一一一トー一一一一_..._

ー ー ーー ーー ーー ーー ーー 一ー

一一一 一
ー-1 -I -1 120，000 i 1. 218 1 -ー ーー ー -1 12sOOOI 1.218 

一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一円一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一{ ・ 一一一一一一一一一--t-一一一一一一一一一一ー一一一ーー
同 -1 -1 480，0001 4，9751 480，0001 4，975 

ト一 一一一一一一回
6，338，0 00 1 24，8 5 1 1 6 3，681，2 001  1 0，3651 37，782.4001 74.5591 10.90O •. 4001 32.4791 8.631，200137，0641 15，445?，20 071，067 唱42，7 82，4 0 0 1 3 50，38 5 

d 7， 8 0 6，.4 0 0 1 75，4991 107，654.4001 16一1，一74一0「l一m一一，7一4一4，.4一0一0 ー一8一一t夜~~6.碕5-

一団

-29ー



湖北部

比1
。~官 m 1 ..... 2 働 2 ...... 3 m 3 ...... 4 働 4 - 5 悦 5 ..... 7 協

教酎 重量K，個 散 重量Kp 個 散 重量K， 個 散 重量Kp 個 数 重量K， 個 散 重量K， 個 散 重量 K9 個

タ ょ:. $" 486，000 1，330 唱72，000 1.058 1，4.117，200 号419 1，611，200 7，685 183，200 1，965 525，600 5，907 4，425，200 27，364 

カヲ=ナ 8号006，000 44，729 2 1 2，8.11 3，6 0 0 176，195 142，106，800 108，923 6呪唱 36，800 47，003 61，578，800 39，589 47，490，000 48，081 

622J62，BO000000046452-74 7 2 0 モノアラガイ ー ー 86，000 t 620，000 6 ー ー ー ー ー ー 706，0 

オオ者ガイ 12，184，400 50 1， 964，L1 0 0 6 1，916，000 10 1，158，400 6 ， 62，400 ー ー ー 17，385，6 

ヒラマキガイ 1，262，800 A 645，200 5 301，600 5 官40，800 ー 421.200 t 10ヌ600 t 2，881.2 

タテポ γ ー ー 23，761，200 567，630 6，690，800 85，667 2，581.600 7，753 3，360，000 3，369 976，400 1 71 37.370，0001664.590 

イ V ガイ ー .... ー ー ー ー ー ー ー ー 162.400 2，233 t62.400i 2，233 

ササノハガイ ー ー 由 ー ー ー 658，800 16，793 『 ー 一 ー 658，800 16，793 
トーー 一一 ト一一←一一一

オトヨタテボν ー ー ー ー ー ー 一 ー ー ー ー ー ー ー

マツカサガイ ー ー 22，400 168 目 ー ー ー 86，000 568 ー ー 108.400 736 

マルドプガイ ー ー 204，000 1，428 ー ー 331，600 1 1 6 1，241，600 30，241 ー ー 1，777，200 31，785 

セタ Vジ者 2，650，000 6，169 2，553，200 8，583 16，037，600 81.861 11，348，800 32，844 7，871，200 21，655 27， 9 7 5，600 152，311 68，.1 36，400 30 五~;~-1
計 105，589，200 52，282 2.112，252，000 755，074 1 6呪唱 20，000 285，890 86，968，000 112，199 74，904..11 00 97.388 77，23常600 208.704 756.073.200 

03.9語 l

1，5'11，53-71 
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密度、現存量とも第 t位を占める f重量)。砂質地を好むため、密棲地帯としては、湖東沿

岸、湖南東岸、湖西北部沿岸があげられ、好漁場と在っている。第 12図は、 1"，中陀棲息

するシジミ 50個体以上のととるを密棲、 49-2 0個体のと ζるを疎棲跡帯として模式的

K図示したものである。

重量密度について各地域別

傑度JJIJfC撫すを加えてみると、第

1 1図のよう陀左弘樹東部では 重

他地域K較べ高密度を示し、 量

10 

8 

6 

特K深度 4mでは他の深度よ

り高い。湖南部では深度 2m

が高密度を示し、それ以深で

は減少してを旬、特VC5m以

深では墜端K激減している。

とれは、底質、水質の影響に

34 
、-../

2 

，'/ ¥'_ ¥一一--西
グ/ヘ‘一、、¥

Lン ~~斗ぐ
←ノ， ''-.:、とγ7
234  
深度(慨)

第11図 シジミ分布密度

5 

よるものと考えられる。湖西部では、湖東、湖甫地域とは逆に深度を増す陀つれて増加して

いて他の地域と異在っている。湖北部では深度を増しでもあまり変化が左い。

次医シジミの深度別成稚貝出現率陀つ11¥τみると、第 11表のと金りである。成貝は深度

が増す陀つれて出現数が滅っている。稚員陀ついても同様在ととが言えるが、深度 2怖のと

とろが特陀出現数が多柄。とのことから、稚貝の生育環境としては、との深度が適している

と推定される。

第11表 シジミの成稚貝出現率

¥一一竺竺入 t 2 5 4 5 7 

成貝平均出現数イ鴎/rr! 担5 虫2 8.6 7.9 4.7 4.8 

稚貝平均出現数イ閏/rtf 7.0 1 3.7 ス7 7.4 4.4 4.1 
トーー一一

成貝出現率 t/J 58 40 53 52 52 54 

稚貝出現率 '/J 42 60 47 48 48 46 

成貝平均殻長 cm 2.唱。 2.18 2.05 2.18 2.30 2.20 

稚貝平均殻長 cm 1.09 0.88 0.89 0.88 0.80 0.94 
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匡書密生

陸璽疎生

第 12図 シジミ分布状況模式図
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